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人 口	 257,681人（＋533）
男	 122,395人（＋343）
女	 135,286人（＋190）
世帯数	 112,874世帯（＋556）
面 積	 191.62㎢
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徳
島
市
で
は
、本
市
が
持
つ
独
自
の
素
晴
ら
し
さ
を
市
内
外
に
発
信
す
る

た
め
、「
と
く
し
ま
自
慢
情
報
発
信
事
業
」と
し
て
、本
市
の
魅
力
を
詰
め
込

ん
だ「
と
く
し
ま
自
慢
本（
仮
）」の
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。こ
の
た
び
、

自
慢
本
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た
め
、本
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
フ
ォ
ト

や
コ
メ
ン
ト
を
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。

魅

「徳島市のええとこ」ＰＲフォト・コメント
７ジャンルで募集！

徳
島
市
は
、
豊
か
な
自
然
、
住
環

境
、
食
な
ど
に
恵
ま
れ
、
県
庁
所
在

地
の
な
か
で
も
美
し
く
住
み
や
す
い

ま
ち
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は

意
外
と
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
徳
島
の
人
は
自
分
た
ち
の

住
む
ま
ち
の
こ
と
を
周
囲
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
に
消
極
的
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
、
こ
う
し
た

魅
力
に
気
が
つ
い
て
い
な
い
こ
と
が

大
き
な
要
因
の
一
つ
で
す
。

そ
こ
で
、「
と
く
し
ま
自
慢
情
報

発
信
事
業
」
と
し
て
、
「
と
く
し
ま

自
慢
本（
仮
）」
を
制
作
・
発
行
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
本
市
の
良
さ
を
再

認
識
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
市
外

の
人
が
一
人
で
も
多
く
、
興
味
を
抱

き
、
訪
れ
て
く
れ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

◆
テ
ー
マ
は

“
徳
島
市
を
売
り
出
す
”

と
く
し
ま
自
慢
本
（
Ａ
５
版
・
96

ペ
ー
ジ
）
は
、
本
市
の
魅
力
を
分
か

り
や
す
く
説
明
し
た
「
徳
島
市
を
売

り
出
す
本
」
で
す
。

本
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
著
名
人
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
ほ
か
、
地
元
の
新

鮮
な
農
水
産
物
や
ス
イ
ー
ツ
、
眉
山

や
吉
野
川
、
阿
波
お
ど
り
な
ど
の
情

報
を
掲
載
。

“
読
ん
で
面
白
い
、
読
む
と
訪
れ

た
く
な
る
、
住
み
た
く
な
る
”
よ
う

な
内
容
に
す
る
予
定
で
、
本
年
度
中

の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◆
女
性
目
線
を
生
か
し
て
、

本
市
女
性
職
員
が
企
画
・
構
成

女
性
社
長
の
割
合
が
全
国
で
も
高

い
こ
と
な
ど
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、

阿
波
の
女
性
は
元
気
で
、
活
動
的
な

考
え
方
や
行
動
力
、
時
代
の
流
れ
を

読
む
し
な
や
か
で
厳
し
い
視
点
を

持
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
女
性
の
目
線
を

生
か
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
効

果
的
と
考
え
、
女
性
職
員
な
ど
で
構

成
さ
れ
た
と
く
し
ま
自
慢
本
の
制
作

委
員
会
を
設
置
し
、
会
合
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

今
後
、
さ
ら
に
意
見
を
出
し
合
い
、

新
た
な
魅
力
を
発
掘
し
て
い
き
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
「
徳
島
市
へ
の

思
い
」
を
掲
載
し
、
と
く
し
ま
自
慢

本
を
よ
り
魅
力
的
な
も
の
に
す
る
た

め
、「
徳
島
市
の
え
え
と
こ
」
を
Ｐ

Ｒ
す
る
フ
ォ
ト
や
コ
メ
ン
ト
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

［
募
集
期
間
］  

８
月
31
日
㈬
ま
で

［
募
集
内
容
］ 「
食
」「
眉
山
」「
水
都
」

「
阿
波
お
ど
り
」「
伝
統
」「
歴
史
」

「
そ
の
他
」の
７
ジ
ャ
ン
ル
別（
左
参

照
）に「
徳
島
市
の
え
え
と
こ
」を
Ｐ

Ｒ
す
る
フ
ォ
ト
と
コ
メ
ン
ト

［
応
募
方
法
］ 

市
役
所
１
階
案
内
や

各
支
所
な
ど
に
あ
る
募
集
チ
ラ
シ

（
徳
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
、
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
郵
送
（
当
日
消
印
有

効
）・
フ
ァ
ク
ス（
た
だ
し
、
Ｐ
Ｒ
コ

メ
ン
ト
の
み
）
ま
た
は
直
接
、
経
済

政
策
課
（
〒
７
７
０
─
８
５
７
１

幸
町
２
ー
５

市
役
所
３
階

ＦＡＸ

（
６
２
１
）５
１
９
６
）
へ
。

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
に
限
り
、

Ｅ
メ
ー
ル
・
携
帯
メ
ー
ル
で
も
応
募
で

き
ま
す
。
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
。

詳
し
く
は
、
徳
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

［
参
加
賞
］
完
成
し
た
と
く
し
ま
自

慢
本
を
応
募
者
全
員
に
贈
呈
し
ま
す
。

 ［
問
い
合
わ
せ
先
］
経
済
政
策
課

 

☎
（
６
２
１
）
５
２
２
５

自慢の徳島市の農産物やお気に入りのス
イーツ、お土産品など
［コメント例］京都で食べたハモが徳島市
産と知ってビックリ！次は絶対、徳島市で
食べたいです。

眉山を望む風景、眉山から見る風景・夜
景など
［コメント例］徳島市と言えば、大学時代に
よく行った眉山。桜、新緑、市街地を一望
できる景色など見所満載です。

吉野川や新町川、ケンチョピア、ひょう
たん島クルーズなど
［コメント例］小松海岸でのサーフィンは外
せない。毎年暖かくなると、仲間と一緒に
行っています。

踊り子の姿や演舞場の風景、本番に向け
ての練習風景など
［コメント例］徳島と言えばなんと言っても
阿波おどりでしょう。やっぱり踊るのは楽
しいですね。

人形浄瑠璃や藍染め体験、遍路五カ所巡
りなど
［コメント例］今年、定年を迎え初めて藍
染めの体験をしました。世界に誇れるイ
ンディゴブルー。残したい徳島の自慢。

徳島藩主蜂須賀家墓地や徳島城の石垣、
お寺、神社など
［コメント例］この前、おじいちゃんと徳島
城博物館に行ってきました。僕の知らない
歴史が分かり、面白かったです。

上記以外の徳島市の魅力的な「ええとこ」

力
を
市
内
外
に
発
信

徳
島
市
の
え
え
と
こ

教
え
て
く
だ
さ
い
!!

と
く
し
ま
自
慢
本
と
は

Ｐ
Ｒ
フ
ォ
ト・コ
メ
ン
ト

を
募
集
中
！

～
と
く
し
ま
自
慢
情
報
発
信
事
業
を
実
施
～▲徳島市には、ええとこがいっぱいあります！

▲制作委員会の様子

とくしま自慢本を持つ人、
一人一人が“徳島市のＰＲ大使”に

徳島市は、豊かな自然や歴史、農水産
物などに恵まれた住みやすいまちです。

私はかねてから、本市の持つさまざま
な魅力を、まずは市民の皆さまに知って
もらい、そして、広く発信していきたいと

考えていました。その第一歩として、制作を進めているの
が「とくしま自慢本」です。

この本は、単なるガイドブックではなく、本を持つすべて
の人が“徳島市のＰＲ大使”となって、本市の魅力を多くの
人にアピールしてもらえるような内容にしたいと考えてい
ます。

一口に魅力といっても、人それぞれ思うことはさまざま
です。そのため、多くの皆さまに、本市の良いところ、おも
しろいところなどを教えていただき、自慢本に反映させて
いきたいと思います。

皆さまの「徳島市への思い」をぜひお寄せください。心
からお待ちしています。

徳島市長 原   秀  樹

食

眉山

水都
阿波

おどり

伝統

歴史
その他

フォト例

フォト例

フォト例

フォト例

フォト例

フォト例



徳島市は、個人情報の取り扱いについては「徳島市個人情報保護条例」に基づき、適正な管理に努めています。
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住
宅
用
火
災
警
報
器

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。消
防
法

お
よ
び
徳
島
市
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
、住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
が
全
て
の
住
宅
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。既
存
住
宅

の
猶
予
期
限
は
５
月
31
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

徳島ファミリー・サポート・センターは、子育て中の家族
が安心して子育てと仕事を両立できるよう、保育所の送迎
や預かりなどの「援助を受けたい人」（依頼会員）と「援助を
行いたい人」（提供会員）がお互いに助け合う会員組織です。

センターでは、依頼会員・
提供会員とも常時募集して
いますが、特に提供会員を
募集しています。
子どもが好きで、子育て

の応援ができる人なら、ど
なたでも提供会員になれま
すが、講習会の受講が必要
です。

近
年
、
住
宅
火
災

に
よ
る
死
者
数
が
急

増
し
て
い
ま
す
。
そ

の
死
亡
要
因
の
約
６

割
が
逃
げ
遅
れ
に
よ

る
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ア
メ
リ
カ
で
は
住

宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
が
義
務
化
さ
れ
、

21
年
間
で
火
災
に
よ

る
死
者
数
は
約
半
分

に
ま
で
減
っ
て
い
ま

す
。
市
内
で
も
、
火

災
時
に
警
報
器
が
作

動
し
た
た
め
、
逃
げ

遅
れ
る
こ
と
な
く
命

が
助
か
っ
た
例
が
あ

り
ま
す
。

火
災
か
ら
大
切
な

命
や
財
産
を
守
る
た

め
に
も
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
早
期
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

◆
設
置
す
る
製
品

寝
室
や
階
段
に
は
、
煙
感
知

式
タ
イ
プ
を
設
置
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
製
品
購
入
の
目
安

と
し
て
、「
鑑
定
マ
ー
ク
（
Ｎ

Ｓ
マ
ー
ク
）」
が
付
い
て
い
る

も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

◆
購
入
場
所
・
価
格

電
気
店
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
購
入
で
き
ま
す
。
価
格

は
機
能
や
電
池
の
寿
命
に
よ
り

異
な
り
ま
す
が
、
一
般
的
な
機

種
で
は
３
０
０
０
円
程
度
か
ら

あ
り
ま
す
。

◆
設
置
す
る
場
所

寝
室
と
し
て
使
用
し
て
い
る

部
屋
、
寝
室
に
続
く
階
段
な
ど

で
す
。
居
間
・
台
所
に
は
設
置

義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
設
置

を
お
勧
め
し
ま
す
。

◆
設
置
す
る
際
に
は

天
井
ま
た
は
壁
に
設
置
す
る

タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
壁
に
設

置
す
る
タ
イ
プ
は
、
壁
に
ネ
ジ

や
ビ
ス
な
ど
を
付
け
、
警
報
器

を
か
け
る
だ
け
で
取
り
付
け
で

き
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
天
井

か
ら
15
～
50
㎝
以
内
に
警
報
器

の
中
心
が
く
る
よ
う
に
取
り
付

け
て
く
だ
さ
い
。

◆
注
意
し
て
く
だ
さ
い

▽
不
適
切
な
価
格
、
無
理
強
い

販
売
な
ど
悪
質
な
訪
問
販
売
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

▽
消
防
職
員
が
販
売
や
、
販
売

を
業
者
に
委
託
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん

［
問
い
合
わ
せ
先
］消
防
局
予
防

課
☎
（
６
５
６
）
１
１
９
３

煙 式
主 寝 室

煙式または熱式
台 所

煙 式
階 段

煙 式
居 室

煙 式
子供部屋（寝室）

徳
島
市
は
、

平
成
15
年
に

「
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
・
と

く
し
ま
～
ひ
と

り
ひ
と
り
が
輝

く
社
会
を
め
ざ

し
て
～
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

そ
の
プ
ラ
ン
に

基
づ
き
、
男
女

が
お
互
い
に
そ

の
人
権
を
尊
重

し
、
責
任
を
分

か
ち
合
い
、
性

別
に
か
か
わ
り

な
く
、
そ
の
個

性
と
能
力
を
発

揮
で
き
る
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
。し
か
し
、今

日
の
少
子
高
齢
化
の
進

展
や
雇
用
・
就
業
形
態

の
変
動
な
ど
急
激
な
社

会
情
勢
の
変
化
に
伴
う

新
た
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

３
月
に「
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
・
と
く
し
ま
～
ひ
と
り
ひ
と

り
が
輝
く
社
会
を
め
ざ
し
て
～

（
改
訂
版
）」を
策
定
し
ま
し
た
。

プ
ラ
ン
の
基
本
理
念

「
だ
れ
も
が
人
と
し
て
心
豊

か
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
男

女
共
同
参
画
社
会
の
創
造
」

す
べ
て
の
人
の
基
本
的
人
権

を
尊
重
し
、
社
会
生
活
の
あ

ら
ゆ
る
場
所
で
、
真
の
平
等

が
達
成
さ
れ
、
男
女
が
と
も

に
支
え
合
え
る
社
会
を
目
指

し
ま
す
。基

本
方
向

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
、
上
図
の
基

本
方
向
に
沿
っ
て
施
策
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

プ
ラ
ン
の
推
進
の
た
め
の
体

制
整
備
に
つ
い
て
は
、「
男

女
共
同
参
画
実
現
の
た
め
の

仕
組
み
づ
く
り
」
に
規
定
し

て
い
ま
す
。

概
要
版
を
作
成

プ
ラ
ン
を
知
っ
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
男
女
共
同
参
画

に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
資

料
と
し
て
、
こ
の
た
び
概
要

版
を
作
成
し
ま
し
た
。

女
性
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す

る
講
演
会
・
研
修
会
な
ど
で

配
布
す
る
と
と
も
に
、
女
性

セ
ン
タ
ー
窓
口
や
市
役
所
１

階
総
合
案
内
・
各
支
所
な
ど

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

［
問
い
合
わ
せ
先
］女
性
セ
ン

タ
ー
☎（
６
２
４
）２
６
１
１

◆提供会員講習会を開催します◆
[とき]５月20日㈮９：30～12：30
[ところ]徳島ファミリー・サポート・センター（昭和町３）
[内容]子どもの安全、育児支援などについて
[対象]資格・経験・年齢・性別は問いません。
[受講料]無料
[申し込み・問い合わせ先]徳島ファミリー・サポート・セン
ター（☎611－1551)、経済政策課（☎621－5225)

［譲ります］（品名、使用年数、価格）
▷３ドア冷蔵庫（約320㍑）、７年、無償▷レッ
グスリーマー（健康機器）、半年、1,500円▷ベ
ビーベッド、５年、無償▷ベビーカー、５年、無償
▷編み機、20年、無償▷８ミリカメラ・映写機・
三脚など、20年以上、無償▷丸型ホットプレー
ト（深型）、新品、無償
［譲ってください]▷家庭用電気生ごみ処理機
▷エレキギターとアンプ▷コンパクトミシン▷
二段ベッド▷ルームウオーカー（健康機器）▷
おんぶひも▷三味線
申はがきに希望の品(１人１品目)・住所・名前・
電話番号を記入し、５月21日㈯までに消費生
活センター(〒770－0834 元町１）へ。同
22日㈰に抽選し、当選者に連絡します。
問消費生活センター（☎625－2326 火曜
日・祝日は休み）

不用品活用
【6月の行事】 ☎657ー0065

いずれも参加無料 ※印は要申し込み	
★印は当日先着30人

◆子育てセミナー	
「折り紙を親子で楽しもう」	
日時 6月15日㈬10：30～ 11：20	
場所 親子ふれあいプラザ（きりんルーム）
講師 徳島折り紙研究グループ		佐藤淑子さん
対象：就学前の子どもとその保護者
◆親子教室	
対象：就学前の子どもとその保護者
日 時 内 容

	毎日	10：30～11：00	 	14：30～15：00 絵本の読み聞かせ

	9日㈭10：00～11：00 歯みがき指導※歯科医 井上 秀人さん
10日㈮10：30～11：20 雨の日も楽しく遊ぼう

15日㈬10：30～15：00 子育てカウンセリング※臨床心理士 森 隆子さん

19日㈰10：30～10：50 パパ・ママ簡単体操スポーツスマイルリーダー		与能本	和憲さん
22日㈬10：30～11：20 作って遊ぼう★
30日㈭10：30～11：20 お誕生パーティー※（6月生まれ）

親子ふれあいプラザ
（ふれあい健康館1階）

設
置
し
ま
し
ょ
う
！

男女共同参画プラン・とくしまを
改訂しました

つる性の植物で建
物の壁や窓を覆う「緑
のカーテン」。今ごろ
苗を植えると、夏に間
に合いますので、挑戦
してみませんか。
〔ポイント〕
◆育てやすく葉が大きいゴーヤやヘチマ
がお勧め
◆プランターはなるべく大きなものを
◆水やりはお風呂の残り湯やためた雨水で
問環境保全課（☎621－5213)

ＣＯ２を減らしてストップ温暖化
～エコライフメニュー㉘～
夏の省エネに
「緑のカーテン」

どんな運動がいいの？
Ｑ＆A 運動編①

安全で継続しやすい
有酸素運動がおすすめ

問保健センター（☎656－0534)

Ｑ
Ａ

糖尿病
予防大作戦

まず8000歩・腹八分目
で

とくしましょう！

エレベーターよりも階段を使うなど、
まずは日常生活の中でこまめに身体を
動かすことから始めましょう。
糖をたくさん消費してくれるお腹や太

ももの筋肉を鍛えるとより効果的に！

開館時間は9：00～18：00（日・祝は16：00まで）、月曜日は休館

ウオーキング 水 泳 自転車
他にも散歩・ラジオ体操・ジョギングなどがあります。

基本理念 基 本 方 向

Ⅰ 人権の尊重と男女平等の意識づくり

Ⅱ あらゆる分野への男女共同参画の推進

Ⅲ 男女がともに働きやすい環境づくり

Ⅳ 心豊かに暮らせるための生活環境づくり

男女共同参画実現のための仕組みづくり

だ
れ
も
が
人
と
し
て
心
豊
か
に
生
き
る
こ
と
が

で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
創
造

▲住宅用火災警報器設置場所（2階建ての場合）

▲図 基本理念・基本方向

徳島ファミリー・サポート・センター

子育ての応援をしてみませんか？
提供会員募集中！

▲鑑定マーク（NSマーク）付き製品
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徳島市役所（本庁舎）への郵便物は、住所がなくても「〒770-8571 徳島市役所○○課」で届きます。 電話番号案内および夜間・休日にご用のある人は代表番号（☎621-5111）へ。

申…お申し込み方法 問…お問い合わせ先

とくしま植物園の各教室
対象は、市内在住・在勤・在学の人。

◆とくしま植物園ネイチャーゲーム
６月５日㈰9：30〜12：00。 内容は「近く

にいる動物と親しくなろう」。受講料は１人
100円（保険料）。定員は小学生とその保護
者30人程度（抽選）。
◆ハンギングバスケット教室

６月12日㈰10：30〜12：00。内容は「季節
のハンギングバスケット」。受講料2,000円。
定員は20人（抽選）。
◆ドライフラワーアレンジメント教室

６月19日㈰10：00〜12：00。内容は「ミニ
ミニフレーム」。 受講料1,000円。 定員は
15人（抽選）。
申いずれもはがきに教室名、住所、名前（ネ
イチャーゲームは受講者全員の名前と年齢）、
年齢、電話番号を記入して、５月25日㈬（必
着）までに、とくしま植物園緑の相談所

（〒771−4267 渋 野 町 入 道45−1 ☎
636−3131）へ。徳島市ホームページ「電子
申請」からも申し込み可。

５月の運動教室「骨盤体操でダイエット」
５月27日㈮９：30〜10：30（64歳以下）11：00

〜12：00（65歳以上）。 保健センター元気
回復室（ふれあい健康館２階 沖浜東２）で。
健康運動指導士による運動教室。 対象は市
民。定員は各20人(先着）。 準備物は、運動
しやすい服、上靴、タオル、水分補給の水など。
受講は無料。
申保健センター（☎656−0534）へ。

ふれあい健康館               
生涯学習短期特別講座

申はがき（１枚１講座）に希望講座名・住所・
名前（ふりがな）・性別・年齢・電話番号を

記入し、講座開始日の７日前まで（必着）に、
ふれあい健康館（〒770−8053 沖浜東２−
16 ☎657−0194）へ。徳島市ホームペー
ジ「電子申請」からも申し込み可。応募多数
の場合は抽選。

阿波おどり鳴り物教室
  ６月７日㈫〜７月９日㈯の毎週火・土曜日
18：00〜20：00（全10回）。阿波おどり会館
で。定員は、三味線100人、笛100人、鉦（か
ね）30人、大太鼓30人、締太鼓30人、おど
り100人。いずれも先着。受講料3,000円。
申受講料を添えて所定の用紙で、市観光協
会（新町橋２ 阿波おどり会館３階 ☎622
−4010）へ。

韓国料理交流講座
５月25日㈬・30日㈪、６月１日㈬・６

日㈪・22日㈬・29日㈬（全６回）の10：00
〜12：00。加茂名中央会館（庄町５）で。内
容は、韓国料理の調理実習と試食。対象は
市民。定員は10人（先着）。受講は無料（別
途材料費が必要）。
申加茂名中央会館（☎631−3734）へ。

ニュースポーツのつどい
５月28日㈯9：00〜12：00。内町小学校

（徳島町城内）体育館・グラウンドで。種目
はペタンクとカローリング。対象は市民。
参加費は無料。希望者は、直接会場へ。カ
ローリング参加者は体育館シューズのご用
意を。
問スポーツ振興課（☎621−5427）

無料歯科健診を実施
６月１日㈬〜30日㈭（歯科医院の休診日

は除く）。市内の歯科医院（市歯科医師会会
員）で。口腔観察（レントゲンなどの検査は
含まない）、歯の健康相談など。対象は徳島
市国民健康保険加入者（受診日に後期高齢
者医療保険加入者は受診不可）。受診は無料

（処置などは有料）。受診したい歯科医院へ
電話予約。受診時には保険証のご準備を。
問保険年金課（☎621−5159）

７月から分べん介助料を改定
７月１日から市民病院での分べん介助料を

次のとおり改定。▶診療日の8：00〜18：00の
分べんの場合＝160,000円▶診療日の18：00
〜翌日の8：00の分べんの場合＝180,000円
▶休診日の分べんの場合＝180,000円。
問市民病院（☎622−5121）

９月分までの子ども手当は
昨年度どおり支給

４月〜９月分の子ども手当は昨年度どおり、
中学修了前の子ども１人につき月額13，000

円を支給。なお、昨年度に引き続き子ども手
当を受給する人は、新たな申請や６月の現況
届は不要。
問子育て支援課（☎621−5194)

犬猫の避妊・去勢手術費用の
一部を助成

１匹につき5,000円補助。予定数は市内
で飼われている犬猫200匹（抽選）。手術実
施期間は、８月１日㈪〜10月31日㈪。犬に
ついては、登録と平成23年度の狂犬病予防
注射を済ませていることが必要。
申往復はがきに犬猫の別、種類、名前、毛色、
性別、体格、年齢、特徴（犬は登録・注射
番号も）、飼い主の住所、名前、電話番号、
返信あて名を記入し、６月１日㈬〜30日㈭（当
日消印有効）に市民環境政策課（〒770−
8571 幸町２−５）へ。
問市民環境政策課（☎621−5206）、県獣
医師会（☎663−6607）

ご活用ください！
火災・同報無線情報問い合わせ電話

火災・同報無線情報の問い合わせ電話（☎
0180−998−911）では、消防車が出動した
火災・救助などの発生場所や同報無線設備
から放送された津波警報発表時の内容の確
認が可能。IP電話・PHSなどは一部利用で
きない場合あり。
問消防局通信指令室（☎656−1190）

ひまわりっこ手帳を送付
  生後２カ月に達する月のお子さんに対し、
定期予防接種(ＢＣＧ・三種混合・ポリオ・麻
しん風しん混合・日本脳炎)の予診票と４カ
月児・９〜11カ月児の健康診査受診票が付
いた「ひまわりっこ手帳」を送付。ヒブ・小児
用肺炎球菌ワクチンの予診票も同封。生後
３カ月に達しても届かない場合はご連絡を。
問保健センター（☎656−0540)

戦没者追悼式
５月23日㈪10：00〜11：30（9：15から受け

付け）。 市立文化センターで。 戦没者の霊
を慰め、平和への誓いを新たに。 関係者は
ご出席を。
問保健福祉政策課（☎621−5562）

漏水調査にご協力を
５月24日㈫〜11月９日㈬９：00〜17：00。

内町・新町・西富田・東富田・川内・応神・
渭北・渭東・入田・佐古・沖洲・加茂・加茂
名の各地区で配水管および各戸の水道メー
ターまでの漏水調査を実施。宅地内に入ら
せていただくこともあるので、ご協力を。調
査は無料。
問水道局維持課（☎623−1188）

鉛製給水管の取り替え工事費助成制度
のお知らせを送付

鉛製給水管の取り替えを推進するため、
鉛製給水管使用者に取り替え工事費の助成
制度などを記載したお知らせを５月下旬から
送付。
問水道局施設整備課（☎623−3972・3989）

全国一斉に人権相談を実施
６月１日㈬13：30〜16：00。市役所２階人

権推進課相談室で。人権擁護委員による、
人権に関する相談会。秘密厳守。相談は無料。
問人権推進課（☎621−5040・5169）、徳
島地方法務局（☎622−4894）

地上デジタル放送への対応はお早めに
アナログテレビ放送の完全終了は、

７月24日㈰（あと70日）です。
問デジサポ徳島（☎603−0200）

５月は軽自動車税の納期月です
納期限は５月31日㈫

市では、住宅の改修や補修工事などの住宅
リフォームの工事費の一部を補助する「徳島
市住宅リフォーム支援事業」を実施します。
［対象］市に１年以上住民登録または外国人
登録している人で、市税を滞納していない人。
［対象となる住宅］市内に所有し、自ら居住し
ている住宅。ただし、マンションなどの集合住
宅は、専有する部分、店舗などとの併用住宅
は居住部分のみが対象となります。
［補助対象となる工事］次の要件全てを満た
す工事
▷市内に本社・本店を有する施工業者または
市内に住所を有する個人の施工業者が行う
工事
▷補助金の交付決定日（８月上旬を予定）以
降に着手し、平成24年１月31日までに完了か
つ工事費用の支払いを終える工事

▷工事費用が30万円以上（消費税を除く）で、
次の①〜⑥のいずれかに該当する工事①修
繕、補修、模様替え、増築（10平方㍍以内）の
工事②住宅の耐久性を高める工事③住宅の
安全上または防災上必要な工事④住宅の居
住性を良好にするための工事⑤住宅の衛生
上必要な工事⑥そのほか、建物と一体となる
家具工事など
［補助金額］補助対象工事費（消費税を除く）
の20％（上限20万円）
［申し込み方法］補助金の申請には事前の申
し込みが必要です。住宅課（市役所４階）や
各支所にある事前申込書に必要事項を記入
の上、６月１日㈬〜30日㈭（※先着順ではあり
ません）に、直接住宅課へ提出（郵送不可）し
てください。申し込み多数の場合は抽選。
［問い合わせ先］住宅課（☎621−5288）

毎年６月１
日〜７日は水
道週間です。
期間中、市民
の皆さんに水
道の大切さな
どを考えてい
ただくため、
第十浄水場を
１日開放し、
浄水施設の見学会などを行います。参加は無
料。直接、会場にお越しください。
［とき］６月５日㈰10：00〜15：00（小雨決行）
［ところ］第十浄水場（名西郡石井町藍畑）
［内容］施設見学スタンプラリー、給水装置や
水質の相談・質問コーナーなど。
［問い合わせ先］水道局経営企画課（☎623−
2419）

［定員］80人（先着）
［受講料］1,000円（５回分）
［申し込み方法］考古資料館にある所定の
申込書に必要事項を記入し、直接、また
はファクスで考古資料館（国府町西矢野
☎637−2526 ℻ 642−6916）へ。

水 道 週 間６/５㈰ 宮城・仙台復興応援
物産市を開催！第十浄水場を１日開放します

考古資料館 考古学入門講座

ＡＷＡおんなあきんど
塾では、東日本大震災の
被災地の復興を支援する
ため「宮城・仙台復興応
援物産市」を開催します。

物産市の収益金全額（必
要経費を除く）を義援金
にあて、被災された皆さ
んの復興を応援します。

皆さんのご来店をお待
ちしています。
[とき]５月29日㈰10：00〜16：00
[ところ]東新町商店街内店舗（東新町2−5） 
[内容]観光姉妹都市である仙台市をはじ
め宮城県の特産品（みそ、しょうゆ、菓子、
笹かまぼこ、工芸品など）を販売。
[問い合わせ先]ＡＷＡおんなあきんど塾
事務局（経済政策課内 ☎621−5225）

開講日 内 容 定員・受講料・準備物など

５/28㈯ 
13：30〜15：30

バルーンアート
教室(中級)

20人。受講料500円。
材料費500円。

６/３・10・17・24㈮ 
15：45〜16：30

こどもリトミック
クラス

15人（3〜5歳の子ども）。
受講料2,000円（４回分）。
教材費500円。
動きやすい服装。

６/８㈬ 
13：30〜15：00

やさしい朗読
「夏目漱石

『手紙』」

20人。受講料500円。
材料費600円程度。
筆記用具。

６/11・7/9㈯ 
14：00〜16：00

はじめての
スマートフォン
講座

定員10人。
受講料1,000円（2回分）。

６/21㈫ 
13：30〜16：00

染色
（ストール染め）

20人。受講料500円。
材料費1,000円。
新聞紙、エプロン、
タオル、染色用手袋。

６/25㈯ 
14：00〜16：00

らくらく
ケータイ教室

20人。受講料500円。
メールのできるカメラ
付き携帯電話。

とくしま動物園
写生大会

とくしま動
物園で、動物
たちや動物の
いる風景を描
いてみません
か。たくさん
の応募をお待
ちしています。
[募集期間]５
月20日㈮〜６
月10日㈮
[参加資格]中学生以下の子ども
[申し込み方法]園内の案内所に作品
を提出してください。

作品は、後日審査の上、入賞作品
の表彰および展示を実施します。
[問い合わせ先]とくしま動物園（☎
636−3215）

実施日 演題・講師

５/28㈯「玉の生産と流通」  
徳島市立考古資料館長 一山 典

６/25㈯
「石器の生産と流通」
徳島大学埋蔵文化財調査室 

准教授 中村 豊さん

７/23㈯
「青銅器の生産と流通」
徳島県埋蔵文化財センター 

常務理事 菅原康夫さん

８/27㈯
「朱と土器の生産と流通」
徳島県埋蔵文化財センター 

事業課整理係長 近藤 玲さん

９/24㈯
「鉄器の生産と流通」
徳島県埋蔵文化財センター 

事業課調査二係長 栗林 誠治さん
※時間はいずれも14：00 〜 16：00

▲きれいな水にする「ろ過池」見学

住宅のリフォーム費用を補助します

▲genkiちゃん
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５
月
は
、
消
費
問
題
な

ど
に
関
し
て
集
中
的
に
啓

発
事
業
を
行
う
「
消
費
者

月
間
」
で
す
。
最
近
の
消

費
者
を
取
り
巻
く
問
題
は
、

巧
妙
な
手
口
に
よ
る
悪
質

商
法
や
多
重
債
務
、
食
品
の
健
康
被

害
な
ど
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

「
徳
島
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」は
、

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
や
問
い
合

わ
せ
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
は
、
日
ご
ろ
か

ら
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た

め
に
十
分
な
注
意
と
知
識

を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、

少
し
で
も
不
審
に
感
じ
た

り
、
困
っ
た
り
し
た
こ
と

が
あ
れ
ば
、
気
軽
に
同
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

昨
年
度
、
徳
島
市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら

れ
た
相
談
の
内
容
で
最
も

徳
島
市
で
は
、
環
境
問
題
へ
の
関

心
を
深
め
る
た
め
、
環
境
学
習
を
希

望
す
る
グ
ル
ー
プ
や
集
ま
り
か
ら
の

申
し
込
み
を
受
け
、
内
容
に
応
じ
て

講
師
を
派
遣
す
る「
出
前
環
境
教
室
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
体
験
な
ど
を

交
え
な
が
ら
講
師
と
一
緒
に
環
境
問

題
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

内
容
は
、
身
近
な
川
の
水
質
調
査

や
省
エ
ネ
活
動
、
食
料
の
輸
送
距
離

か
ら
環
境
を
考
え
る
フ
ー
ド
マ
イ

レ
ー
ジ
買
い
物
ゲ
ー
ム
、
エ
コ
か
る

た
な
ど
で
す
。

講
習
時
間
は
、
テ
ー
マ
に
よ
っ
て

30
分
～
１
２
０
分
程
度
で
す
。
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
問
い
合
わ
せ
先
］
環
境
保
全
課

☎
（
６
２
１
）
５
２
１
３

「
徳
島
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」へ

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
は

子
ど
も
た
ち
の

興
味
や
関
心
に
基

づ
い
て
、
自
主
的

に
環
境
活
動
や
学

習
を
行
う
「
こ
ど

も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」

の
参
加
メ
ン
バ
ー

を
募
集
し
て
い
ま

す
。地

域
や
学
校
の

友
だ
ち
、
家
族
と

一
緒
に
ク
ラ
ブ
を

つ
く
り
、
地
域
の
中
で
身
近
に
で
き

る
地
球
に
や
さ
し
い
活
動
に
取
り
組

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

［
対
象
］
幼
児
（
３
歳
以
上
）、
小
・

中
・
高
校
生
の
２
人
以
上
の
グ
ル
ー

プ
。た
だ
し
、連
絡
係（
サ
ポ
ー
タ
ー
）

と
し
て
、
少
な
く
と
も
１
人
の
大
人

の
登
録
が
必
要
。
高
校
生
は
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
も
登
録
可
。

［
登
録
・
年
会
費
］
無
料

［
メ
ン
バ
ー
特
典
］▽
環
境
記
録
ノ
ー

ト
や
環
境
情
報
を
掲
載
し
た
ニ
ュ
ー

ス
レ
タ
ー
な
ど
活
動
に
役
立
つ
キ
ッ

ト
が
も
ら
え
ま
す
▽
５
回
以
上
の
活

動
報
告
を
す
る
と
、
ア
ー
ス
レ
ン

ジ
ャ
ー
認
定
証
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

［
問
い
合
わ
せ
先
］
環
境
保
全
課

☎
（
６
２
１
）
５
２
１
３

多
か
っ
た
の
が
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯

電
話
を
利
用
し
た
際
に
発
生
す
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
の
事
案
で
す
。

中
で
も
、
使
用
し
た
覚
え
の
な
い
有

料
サ
イ
ト
の
料
金
を
メ
ー
ル
で
請
求

さ
れ
る
「
架
空
請
求
」
や
、
携
帯
電

話
や
パ
ソ
コ
ン
に
送
ら
れ
た
メ
ー
ル

を
ク
リ
ッ
ク
し
た
だ
け
で
登
録
し
た

こ
と
に
な
り
、
高
額
な
料
金
を
請
求

さ
れ
る
「
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
」
が

多
く
を
占
め
ま
し
た
。

はじめませんか？
こどもエコクラブ

◆市長が仙台市を訪問
徳島市の観光姉妹都市であり、東日本大震
災で甚大な被害を受けた宮城県仙台市の市役
所を４月13日、原市長が訪問。奥山恵美子
仙台市長と会談し復興支援について話し合い
ました。
会談では、原市長は市民から集まった義援
金を手渡すとともに、徳島市職員の仙台市派
遣を表明。仙台市長から要望があった罹災証
明書発行や宅
地被災に関す
る復興相談な
どの業務につ
く職員を派遣
することにな
りました。

◆三河家住宅の寄贈式
国指定重要文化財である「三河家住宅」
が徳島市に寄贈されることになり、４月
27日、富田浜
の同住宅前で
寄贈式が行わ
れました。
同住宅は、

昭和３年に、
ドイツ貴族の
邸宅などをモデルに建てられた鉄筋コンク
リート造３階建て。歴史的にも貴重な建築
物で、目録を贈呈された原市長は「三河家
住宅は市民遺産にもなっており、今後も市
民に親しまれるように、活用させていただ
きたい」と話しました。

眉山山頂に設置された「ＬＥＤ万華鏡モニュメント」の愛称募
集に市内の小・中学生から約120点のアイデアあふれる作品の応
募があり、審査の結果、助任小６年の大星龍斗さんの「眉華鏡
（まゆげきょう）」が最優秀賞に選ばれました。
このモニュメントは、高さ６㍍。本体が多彩に光り、モニュメ
ントを下から見上げると、変幻自在の光の世界が楽しめます。Ｌ
ＥＤの点灯は、日没から22時30分ま
でです。今後も眉山の新たな魅力の一
つとして「眉華鏡」をＰＲしていきま
す。
そのほか、優秀賞に選ばれた皆さん

は次のとおり。 ▽福島小２年・柴田花
梨さん ▽新町小３年・楠本とも子さん

▽内町小４年・田中夏希さん ▽佐古小
５年・近藤健太さん
[問い合わせ先]観光課（☎621－5232）

眉山山頂ＬＥＤ万華鏡モニュメントの
愛称が「眉華鏡」に決まりました！

こ
う
し
た
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
手
口
を
知

り
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
適
切
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
知
識
を
得
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
困
っ
た
と
き
に
は
、
早

め
に
警
察
署
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

徳
島
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
専
門
の
知
識
を
持
っ
た
相
談
員

が
、
毎
日
10
時
～
18
時
（
受
け
付
け

は
17
時
ま
で
。
火
曜
日
と
祝
日
・
年

末
年
始
を
除
く
）
に
情
報
提
供
や
助

言
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま

ず
、
ま
ず
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

 

徳
島
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

【
電
話
】（
６
２
５
）
２
３
２
６

【
フ
ァ
ク
ス
】（
６
２
５
）
２
３
６
５

【
所
在
地
】
元
町
１
丁
目
24

徳
島
駅
前
ア
ミ
コ
ビ
ル
３
階

（
※
４
月
に
移
転
し
ま
し
た
）

徳島市では、東北地方太平洋沖地震における被災地支援の
ため、観光姉妹都市である仙台市への義援金を募っています。
◆口座振込による受け付け
【金融機関名】阿波銀行 徳島市役所支店
【口座番号】普通 １１１４８５２
【口座名義】徳島市東北地方太平洋沖地震被災地支援対策本部
【取扱手数料】阿波銀行本・支店窓口からの振込は無料（Ａ
ＴＭでの取り扱いには手数料が必要です）。ほかの金融機関
からの手数料については、それぞれお問い合わせください。
※阿波銀行の本・支店では、仙台市への義援金のための専用
の振込用紙を用意しています。
◆窓口での受け付け
【場所】 ▼市役所１階国際親善コーナー

▼各支所 ▼保健センター（ふれあい健康
館３階）
【時間】8：30～17：00（土・日・祝日は除く）
[問い合わせ先]総務課（☎621－5094）

ご協力をお願いします！
東北地方太平洋沖地震義援金を受け付け

■飯原一夫絵画展「絵物語 徳島のむかし話」
阿波徳島に伝わるむかし話をまとめた画家・飯原一夫さんの本「絵物語 徳

島のむかし話」の原画展を開催します。「化け物たちの話」「動物たちの話」「助
かった話」「笑い話」など、テーマに沿って展示
します。大人から子どもまで楽しめる絵画展です。
ぜひ、ご覧ください。
[とき]５月18日㈬～29日㈰

■音楽でつづる物語「折り鶴和尚」
徳島県内に伝わった不思議な話を飯原一夫さ

んがまとめた「折り鶴和尚」を美しい挿絵と魅力
的な音楽にのせて朗読します。また、同じ飯原
さんの作品「慈光寺の鬼」も上演します。
[とき]５月27日㈮10：00～・５月28日㈯14：00～
[出演]アンサンブル・トモワ（バソン：川人雅音さ
ん、ピアノ：粟田美佐さん、朗読：高島由里さん）
[入館料]大人300円、高校・大学生200円、中学生以下は無料
[問い合わせ先]徳島城博物館（☎656－2525)

5月は
「消費者月間」

徳島城博物館のイベント

ご
利
用
く
だ
さ
い

「
出
前
環
境
教
室
」

▲

せ
ん
定
し
た
木
で
花
壇
づ
く
り
を
す
る

「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
の
メ
ン
バ
ー

▲「島へ帰らなかった男」
飯原一夫筆

徳島市消費生活センターでは、消費
者関連の法律や相談内容など分かりや

すく紹介した「く
らしの広場」を年
６回発行していま
す。ご希望の人は
同センターまでお
問い合わせくださ
い。徳島市ホーム
ページからもダウ
ンロードできます。

「くらしの広場」を発行


